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(今月の花 つばさ)

ゐ

5J
L

の
波
長
野

左から 山本さん，小井出さん，谷添さん

きる 10月12日住民福祉センターにおいて、勝浦町観光協 


会主催によるみかんの女王選賞会が行われました。 


当日， 15名 のみかん娘が参加し， みかんの女王に小井出 


美幸さん(生名) ，準女王に谷添美津子さん(今山) ，山 


本雅子きん(坂本)がそれぞれ選ばれました。 


さっそし  10月15日に，本場勝浦みかんの味を広〈県下

に紹介し，消費拡大を図るため，役場前を出発しました。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの出番みかん娘
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二
十
二
日
開
会
。
昭
和
瓦
十
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
八
議
案
、
議

員
提
出
議
案
一
件
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
、
受
理
さ
れ
た
陳
情
五
件
に
つ

い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員

会
で
審
議
決
定
し
て
三
十
日
に
閉
会

に
対
す
る

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
談
会
で
、
十
四
議
員
が
町
政

勝
浦
町
議
会
九
月
定
例
会
は
九
月

O

O

義
務
教
育 

お
も
な
内
容
は

つ
草
の
と
お
り
で

す。。
岡
本
富
治
議
員

*
町
民
と
共
に
歩

む
政
治
、
そ
の

理
念
と
現
状
に

つ
い
て
。 

*
緊
縮
財
政
の
抜

本
施
策
、
そ
の

知
恵
と
決
断
に

つ
い
て 

*
実
り
豊
か
な
生

涯
教
育
、
そ
の

認
識
と
展
望
に

つ
い
之

。
押
栗
義
雄
議
員 

*
車問
少
年
健
全
育

成
に
つ
い
て 

坂
本
小
学
校
問

*州
民
村
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て 

*
良
政
と
そ
の
技
術
指
導
に
つ
い
て

*
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

*
勝
浦
川
総
合
開
発
に
つ
い
て

。
立
棒
一
夫
議
員

本
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
に
つ
い
て

*
農
村
総
令
整
備
事
業
推
進
と
財
政

的
な
裏
付
け
に
つ
い
て

。
山
本
美
芳
議
員

申
遊
水
地
帯
に
つ
い
て 

*
沼
江
谷
川
の
改
修
に
つ
い
て

串
県
道
勝
浦
羽
ノ
浦
線
に
つ
い
て

本
町
道
改
良
工
事
に
つ
い
て

。
山
下
豊
寿
議
員

*
町
長
の
今
後
四
年
間
に
お
け
る
政

治
姿
勢
に
つ
い
て

*
病
院
及
び
保
育
所
関
係
に
つ
い
て

*
生
比
奈
小
学
校
か
ら
黒
岩
に
通
ず

る
中
央
道
路
に
つ
い
て

*
中
角
馬
越
の
水
門
に
つ
い
て

@
生

田

敏

議

員

*
み
か
ん
産
業
振
興
に
つ
い
て


O
将
来
み
か
ん
産
業
に
対
す
る
町


長
の
姿
勢
。 

台
風
六
号
に
よ
る


水
田
み
か
ん
の
被
災
対
策
。 

畑


総
か
ん
排
事
業
推
進


*
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て


@
岡

重

夫

議

員 O


本
災
害
対
策
に
つ
い
て


*
地
す
べ
り
地
区
に
つ
い
て

O

本
農
村
総
合
終
備
計
画
及
び
股
村
総


合
盤
備
モ
デ
ル
事
業
の
計
画
に
つ


い
て


。
河
野
寅
雄
議
員

*
教
育
行
政
に
つ
い
て 

題
*
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

山
間
部
の
対
策
に
つ
い
て

。
味
間
喜
久
雄
議
員 

*
地
方
財
政
の
危
機
と
そ
の
対
策
に

つ
い
て

交
付
加
悦
の
見
込
み
と
引
上
げ
に

つ
い
て 

超
過
負
拘
の
解
消
に

つ
い
て 

行
財
政
の
自
己
点
検

と
予
算
の
効
率
的
使
用
に
つ
い
て

申
牒
村
モ
テ
ル
事
業
の
推
進
に
つ
い

ザー、

本
乳
児
保
育
所
の
建
設
と
特
別
老
人

施
設
に
つ
い
て


そ
の
後
の
進
行
状
況
に
つ
い
て


敬
老
施
設
と
家
庭
教
育
に
つ
い


て

ホ
予
算
執
行
の
本
本
的
考
え
に
つ
い


O O O O Oて 
立
石
地
区
役
地
保
全
事
業
の
未

納
金
に
つ

い
て 

玉
ノ
木
住
宅

O O

O

町
議
会
会
議
規
則
で
は
、
休
日
は

休
会
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が

今
議
会
は
特
に
青
年
会

・
婦
人
会
・

老
人
会

・
勝
浦
町
政
治
研
究
会
か
ら

休
日
に
開
会
さ
れ
た
い
と
の
要
望
が

あ
り
、
談
会
議
員
改
選
後
初
め
て
の

定
例
会
で
も
あ
る
の
で
、
今
後
の
例

に
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
九

月
二
十
四
日
の
秋
分
の
日
に
会
議
を

開
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
傍
聴
席
も
満
員
と
な

巾

り
、
青
年
か
ら
老
人
ま
で
熱
心
に

、

町
政
に
対
す
る

一
般
質
問
を
傍
聴
し

ま
し
た
。

の
事
故
に
よ
る
求
償
行
為
に
つ
い
て

*
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

*
職
員
給
与
改
定
人
事
院
勧
告
の
完

全
実
施
に
つ
い
て

@
中
西
哨
美
議
員

*
交
通
安
全
対
策
に
関
連
す
る
問
題

占
…
に
つ
い
て

*
日
本
経
済
の
不
況
に
伴
う
財
政
危


機
に
対
応
す
る
た
め
国
は
巨
額
の


赤
字
公
債
の
発
行
に
よ
っ
て
財
源


の
確
保
に
躍
起
と
な
っ
て
い
る
が


地
方
自
治
体
の
財
政
収
支
に
ど
の


よ
う
な
影
響
が
推
定
せ
ら
れ
る
か


勝
浦
町
独
自
の
税
収
に
ど
の
よ


う
な
変
化
が
あ
る
か
。 

勝
浦
町


は
こ
の
不
況
下
に
対
応
し
て
そ
の


よ
う
な
財
政
運
営
を
企
図
し
よ
う


と
し
て

い
る
か
。 

小
学
校
教
育


の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て


。
滝
口
良

一
議
員 

*
町
立
病
院
の
病
院
改
築
と
そ
の
将

O

O

O

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
予算総額10億円台に
町議会9月定例会
町政に対する一般質問

MUS04
テキストボックス
熱心に傍聴
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来
計
画
に
つ
い
て
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*
老
人
福
祉
い
こ
い
の
家
建
設
に
つ

い
て
。
そ
の
他

課
設
置

(企
画
課
)
に
つ
い
て

観
光
開
発
と
そ

の
将
来
に
つ
い
て

@
平

阿

武

識

貝

*
道
路
問
題
に
つ
い
て

今
回
は
、
前
年
度
繰
越
金
を
財
源

と
し
て
、
保
険
税
を
九
百
十
一
万
三

L
二
百
二
十
七
万
六
千
円
を
追
加
し

て
予
算
総
額
は
二
億
三
千
八
十
七
万

七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
は
予

備
費
に
追
加
し
ま
し
た
。

ブ
ル
ド

l
ザ

使

用

料

が

画

亙

一

時

間

当

り

ニ

、

四

O
O円
に

e
d
t
ミ

り
、
や
む
を
得
ず
十
月

予
ム
-

一
日
か
ら

一7
時
間
当
り
二
千
四
百
円

に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
従
来
の
一

時
間
二
千
円
は

昭
和
四
十
八
年
四
月
以
来
据
近
か
れ

*
観
光
開
発
に
つ

い
て

@
小
関
武
夫
議
員

*
二
期
目
堺
町
長
の
施
策
に

つ
い
て

O
福
祉
に
つ
い
て
(
老
人
い
こ
い

の
家
)
O
乳
児
保
育
所
に
つ
い

て

*
産
業
振
興
に
つ
い
て

*
道
路
問
題
に

つ
い
て

O
町
単
道
路
改
良
に

つ
い
て

*
環
境
艶
備
に

つ
い
て

O
下
排
水
整
備
に
つ
い
て

@
西
浜
勝
己
議
員

*
老
人
い
こ
い
の
家
建
設
に

つ
い
て

串
乳
児
保
育
所
建
設
に

つ
い
て

*
教
育
問
題
に
つ
い
て

*
病
院
問
題
に
つ
い
て

*
人
事
院
勧
告
に
つ

い
て

*
新
農
村
総
合
そ
デ
ル
整
備
事
業
に

つ
い
て

(道
路
、
橋
り
ょ
う
、
下

排
水
を
含
む
)

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

の
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
は
、
聞
こ
ん
や
淡
道
の
新
設
な

ど
に
ひ
っ
き
り
な
し
に
ご
利
用

い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
に
お
け
る
諸
物
価

の
値
上
が
り
に
よ
っ
て
修
繕
料
そ
の

他
の
縦
持
経
費
が
ま
か
な
え
な
く
な

今
回
の
追
加
傾
は、

一
億
六
千
九

百
十
七
万
四
千
円
で
予
算
の
総
額
は

十
億
五
百
十
三
万
九
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

お
も
な
使
途
は
、
ご
み
処
理
施
設

の
新
設
八
千
三
百
二
十
一
万
円
、
黒

岩
水
道
の
強
備
五
百
三
十
八
万
四
千

円
、
農
業
振
興
費

一
千
三
十

一
万
二

千
円
、
成
山
漁
村
同
和
対
策
事
業

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

千
円
減
傾 

(減
額
し
て
課
税
ず
み 
) 

て
い
た
も
の
で
す
。

勝
浦
病
院
窓
口
、
月
昭

固

定

資

産

評

価

員

へ

ん

J

の

話

て

均

す

区

別

ま

す

ほ

十
月
か
ら
勝
浦
病
院
内
に

「
健
康
相
談
所
」
を
設
け
て

固定資産評価審査委員会委員

q 

-

話

哩

オ

「

丹

地

い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
利
用
し

予
算

て
く
だ
さ
い
。

第

3
回
〕

健
康
相
談
所
で
は
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
ご
相
談
に
応
じ
て

(股
道 
)

一
千
二
百
六
十
六
万

一
千

い
ま
す病
。気

に
関
す
る
心
配
ご

円
、
股
村
地
域
工
業
導
入
特
別
対
策

シ
」。

 

事
業
費
二
千
百
八
十
二
万
六
千
円、

教
育
費

一
千
二
百
二
十
万
八
千
円
、

健
康
を
保
持
す
る
た
め

災
害
復
旧
費
五
百
八
十
万
同
等
で
あ

に
必
要
な
こ
と 

り
ま
す
。

自
分
・
家
族
の
医
療
の

任
期
満
了
に
よ
る
委 

¥
レ
ピ
/

相
談
。

~
円
口 

外
来
で
は
相
談
し
に

く

貝
の
選
任
に
つ
き
、
二

肝

」

一

手

¥

い
こ
と
。

ぎ
の
と
お
り
同
意
し
ま

〆

仁

¥

相

続

日

し
た
。

¥
バ
/

毎
月
第
二

・
第
四
火
附

固
定
資
産
評
価
審
査
委 

日
の
午
後
二
時
1
四
時

員

会

委

員

と

¥

*

受

付

平
尾
三
善
(
坂
本

) 

日 

金
略
日 

(休
日
を
除

小
西
兵
二

(
生
名 
)
「

ど

~

〈
) i
、
電
話
で
の
申
込
み

人
権
擁
護
委
員

大
西
勝
幸 

(
山
首 
)

も
受
付
け
し
ま
す
。

h

原
田
熊

一
(
中
山 
)

*
相
談
に
応
じ
る
日

申
込
み
を
受
付
け
た
後
、

などの選任に同意

河
野
利
徳 

(坂
本 
)

日
時
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

民
闘
繭
伊

h
M

之
、

は

げ

ン

団

か

よ

等

一
面
盟
国
臨
盟 

¥NY双ム

」

月

セ

組

長

で

長

一

一睡
眠

髄

一 

必

ゴ

し

日

日

活

各

町

の

諜

p
¥	
E

E

一

語

盟

理

刊

む 

の 

'
生

。

の

途

す

4
繍

建

汁

、 

対

し

い

竹

ま

地

パ

比

ま

長

語
腰
掛
哩

民

象

ぺ

と

と 

μ
行

だ
し

く

は

綜

し

に

依

い

町 

ゐ
睡
眠
臨

9
・

哲

三

位

対

恥

イ

叫

ん

ご

噸

は

す

' 

1 

1 

一
通
関
¥(
、
咽
出

のた
ぶ
土 

-

三
闘回
開
禅
問
亀	 

M
M

に

出

役

白

く

場

活

〈健康相談所〉� 
-

o

4
闘
過
翻
唱

第

今

角

午

一

乙 

m

Z
し

砂
'
山 

妥

齢

曹

、

中

日

夕

休

ら

ろ

が

一

O

J

U 

ご
家
庭
の
ゴ
ミ
は
、
ゴ

ミ
を
集
め

て
ト
ラ

ッ
ク
に
械
み
込
む
人
の
身
に

な
っ
て
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
次
の
こ
と
は
必
ず
守

っ
て

く
だ
さ

い
。 

*	

ゴ
ミ
は
、
保
健
部
長
さ
ん
宅

に
あ
る
収
集
袋
に
入
れ
る
。 

*	

水
分
を
十
分
に
水
切
り
し
て

燃
え
る
物 

(紙
類 
)
と
い

っ
し

ょ
に
袋
に
入
れ
る
。 

*	

ゴ
ミ
は
、
毎
週
水
附
日

・
土

限
日

に
収
集
し
ま
す
か
ら
、
そ

の
日
の
早
朝
に
指
定
場
所

へ
持

っ
て
い
く
。 

*	

ガ
ラ
ス

・
ビ
ン
類
は
、
第

一

第
三
日
附
臼
に
収
集
し
ま
す
か

ら
、
収
集
場
所
に
ゴ
ミ
と
区
介

し
て
だ
す
。 

*

空
カ
ン

・
鉄
ク
ズ
類
は
、
ガ

-

ラ
ス
等
の
収
集
と

同
時

に
行

・一 

い
ま
す
が
、
ガ
ラ
ス
類
や
ゴ
ミ

… 

と
区
分
し
て
だ
す
。 

・ 

*

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
区
の

…	

収
集
場
所
に
ゴ
ミ
阿
酬
を
持

っ
て

行
く
。

ー¥

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ゴミ処理施設に八三〇〇万円一般会計補正予算

MUS04
テキストボックス
ゴミ収集についてお願い
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住
み
よ
く
明
る
い
魅
力
あ
る
郷
土

づ
く
り
の
た
め
に
、
町
民
み
ん
な
が

ど
ん
な
考
え
を
も
ち
、
今
後
ど
う
い

う
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
か
を
知
り

燦
村
総
合
整
備
計
画
樹
立
の
資
料
と

す
る
た
め
に
、
町
内
全
戸
を
対
象
に

意
向
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
つ
ぎ

の
よ
う
な
結
果
が
で
ま
し
た
。

調
査
戸
数

一
、
九
三

二
戸

回
収
戸
数

一
、
四
八
六
戸 

飼
査
期
間

(回
収
率
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
)

八
月
二
十
七
日 

九
月
五
日

開
査
項
目

五
十
七
項
目

現
在
困
っ
て


い
る
ニ
と


(
)
内
は
要
望
戸
数

台
風
、
大
雨
な
ど
の
と
き

(一、一 

九
) 

病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
(
一
、 

四
三
) 

ゴ
ミ
の
処
理
方
法
(
一
、 

二
四
) 

町
道

が

悪

い

(

九

七

六

) 

部
落
道
が
悪
い
(
八
六

一
) 

O
農

道

が

悪

い

(

八

五

八

)

O
家
庭
用
排
水
が
悪
い

(八
 

こ 

街
路
灯
が
少
な
い
(
六
三
七
) 

結
婚
式
に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ

る
。

(

六

一
四
) 

憩
い
の
場
が
少
な
い
(
六 

二

そ
の
ほ
か
特
に
目
だ
つ
の
は
、
最

近
の
問
題
と
し
て
、
公
害
、
し
尿
処

O O O O O O O O O O O

O O O

理
、
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

つ
ぎ
に

、
現
在
困

っ
て
い
る
問
題

を
内
容
的
に
見
る
と

町
民
の
現
況
調
査

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
処
理
(
八
七
八
)

眼
科
が
近
く
に
ほ
し
い
(
六
六
五
)

耳
品
科
が
近
く
に
ほ
し
い
(
六
六
一
一
)

町
道
の
幅
が
狭
い
(
六
二
九
) 

台
風
、
大
雨
時
に
農
作
物
の
被

害
が
出
や
す
い

(六
 

四
)

農
道
の
幅
が
狭
い
(
五
二
ハ
)

縫
温
の
舗
楽
し
宇
ほ
し
い
(
四
七
八
)

¥} 

歯
科
が
混
ん
で
い
る
(
四
七
八
)

O
L
尿
の
自
家
処
理
に
因
る
(
四
六

な
ど
で
、
環
境
整
備
が
強
く
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ

か
ら
改
善
し
て
行
く
上
で
住
民
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
知
る

た
め
に
、
つ
ぎ
の
調
査
を
行
い
ま
し

将
来
に
対
す
る

意

向

調

査

道
路
、
下
排
水
、
公
園
な
ど
、
自
分

た
ち
の
生
活
を
よ
く
す
る
た
め
の
事

業
の
自
己
負
担
に
つ
い
て
の
考
え
方

に
つ
い
て
に
は
、

「
負
担
し
て
よ
い
」

と
答
え
た
人
が

八
十
一

打
を
占
め
、

現
状
を
よ
り
よ
く
改
善
し
て
ゆ
き
た

い
と
考
、
え
て
い
る
人
が
大
部
分
で
す
。 

地
域
の
発
展
の
た
め
に
、
ど
う
い

う
方
向
が
望
ま
し
い
か
に
対
し
て
は 

O O O
O

r

O
)

現
在
の
生
活
と
環
境
に
つ
い
て
は

「
所
得
が
と
く
に
ふ
え
な
く
て
も
、

住
み
よ
い
環
境
を
維
持
す
る
方
が
望

ま
し
い
」
と
答
え
た
人
が
大
部
分
の

八
十
三 

。
「
環
境
破
壊
し
て
も
所

得
の
ふ
え
る
方
が
い
い
」
と
答
え
た

人
が
十
七
作
と
少
な
く
、
自
然
保
護
、

環
境
保
全
を
望
ん
で
い
ま
す
。

農
業
に
対
す
る

考
え
方
調
査

世
帯
主
の
出
稼
ぎ
問
題

主
婦
の
嫌
嫌
問
題

ほ
と
ん
ど
が
、
農
業
を
続
け
て
い

く
と
答
え
て
い
ま
す
。

農
撲
に
対
す
る
将
来
の
見
通
し

に
つ
い
て
は

農
業
の
問
題
は
、
み
か
ん
価
格
の

不
安
定
と
農
家
の
農
業
に
対
す
る
、

執
着
と
が
か
ら
み
あ
い
、
復
雑
な
結

果
が
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
で
き
れ

ば
農
業
を
続
け
た
い
、
農
業
を
や
め

た
く
な
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
調
査
デ 

タ
ー

を
き
ら
に
分
析
し
て
、
農
村
総
合

筆
備
計
函
の
策
定
に
役
立
て
る
と

と
も
に
、
本
年
度
中
に
こ
の
計
画

を
ま
と
め
て
、
農
林
省
の
モ
デ
ル

事
業
の
指
定
を
う
け
、
五
十
二
年

度
か
ら
五
か
年
計
画
で
約
十
億
円

を
か
け
て
、
は
場
整
備
、
農
道
、

排
水
路
、
防
災
、
公
園
な
ど
、
農

業
生
産
基
盤
盤
備
、
生
活
環
境
整

備
な
ど
各
事
業
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。今

後
と
も
町
民
み
な
さ
ん
の
ご

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
開
発
課

× 

× 

l
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MUS04
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農業は続ける
住みよい町を望む
町民アンケート調査



部

落

史

の

学
習
に
つ
い
て
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近
世
封
建
時
代
の
身
分
制
度
に
つ

!??;i ))))榊騰湖((((1iuifiii
 

転
車
庖
な
ど
で
つ
け
一
一
い
日
い
」

口
、
窓
、
金

，~\ 

月『、

落
の
歴
史
を
学
習
し
て
い
く
上
に
、

い
て
、
き
ち
っ
と
学
ば
ね
ば
な
ら
な

不
合
理
な
点
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る

い
。
ひ
と
に
ぎ
り
の
武
士
階
級
が
他

の
多
数
の
幾
(
工
商
)
民
を
支
配
し
、

収
奪
す
る
た
め
に
、
身
分
制
度
を
つ

く
っ
た
こ
と
を
知
り
、
江
戸
幕
府
の

徳
島
県
が
今
年
二
月
に
発
表
し
た 

を
後
部
泥
よ
け
に
備
、
え
つ
け
な
け
れ
}

所
に
置
か
な
い
。 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
取
り
付
け
て
い
な 
ι

建
物
の
出
入

い
自
転
車
は
、
早
急
に
最
寄
り
の
白

一

O O
現
金
は
、
事
務

一
一¥
在
が

て
駐


てて業のる

と
思
い
ま
す
。
こ
の
占
…
を
正
し
く
と

ら
え
学
習
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す。

部
落
の
歴
史
に
つ
い
て
の
認
識
の

教
起
因
を
合
わ
せ
る
と
、
四
十
二
行

も
あ
り
、
ま
だ
六
割
の
人
が
十
分
理

解
し
て
い
な
い
の
で
す
。

同
和
問
題
意
識
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

「
部
落
」
の
発
生
に
つ
い
て
①
政
治

的
に
つ
く
ら
せ
た
三
十
三
軒

②

人
の
い
や
が
る
職
業
に
つ
い
た
一
二

十
二
打

③

人
径
が
ち
が
う
七
軒

他
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
と
関
連
づ
け

て
学
ぶ
こ
と
で
す
。
江
戸
時
代
の
農

民
の
生
活
や
労
働
、
町
人
の
く
ら
.
し

な
ど
を
と
り
上
げ
学
ぶ
こ
と
が
、
「
部

落
」
が
つ
く
ら
れ
た
本
当
の
意
味
を 

~~i~'! 字 て 宇 と し し と プ 部 予 り事るてこ全で放市lばて》合:三
仰い也」り ら っしててい音~ ?tr危に果こ喜Rこ休し令度 、 ーノ

き蓄 R z壁 なぜばそ、、う語書面な雇と為だのた」 、江警学どい
ひー こ に 山 が るをは史け流。を男戸木

にを部けを のしてしと人と生と:ぁ」知「の 日学治�  

ZZ三r言 t主主と 1T主3?253霊童 f2fZZ告書 ZZ? 
めif:いす よ厨うえ士図面面五の子(=物(7) ~血 1 雇主主の身史く部す

、、，分のdうさこに民とに」は。終知放すで:史す�  

人
種
起
源
説
の
克
服

わ
た
し
た
ち
の
聞
に
根
強
く
残
っ

て
い
る
人
種
起
源
説
と
し
て
、
部
落

の
祖
先
は
朝
鮮
人
で
あ
る
と
い
う
考

え
が
あ
り
ま
す
が
、

「
部
落
の
祖
先

が
朝
鮮
人
な
ら
ば
差
別
し
て
よ
い
の

か
」
と
い
う
問
題
が
残
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
不
十
分
で
す
。
そ
も
そ
も
こ

の
考
、
え
は
、
部
落
差
別
を
合
理
化
す

る
た
め
に
、
江
戸
時
代
中
期
以
後
、

朝
鮮
べ
つ
視
思
想
と
結
び
つ
い
て
強

化
さ
れ
、
今
日
ま
で
生
き
続
け
て
き

て
い
る
説
で
す
。
学
習
す
る
と
き
は

古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
日
朝
関
係

を
明
ら
か
に
し
、
朝
鮮
べ
つ
視
思
想

が
ど
う
形
成
さ
れ
、ど
う
利
用
さ
れ
、

今
日
の
国
民
の
心
に
ど
う
生
き
続
け

て
き
た
か
を
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
感
情
、

あ
の
関
東
大
震
災
後
の
異
常
事
件
を

思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

古
代
中
世
賎
民
説

の
克
服

せ
ん

現
状
が
こ
れ
で
す
。
同
和
問
題
を
早

期
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し

て
も
町
民
の
み
な
さ
ん
の
正
し
い
理

解
、
正
し
い
認
識
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。

e

浮
き
ぼ
り
に
し
て
い
く
こ
と
に
つ
ら

な
り
ま
す
。
江
戸
中
期
、
武
士
の
支

配
が
ゆ
ら
ぎ
は
じ
め
る
に
つ
れ
て
、

身
分
制
度
は
逆
に
強
化
さ
れ
「
部
落
」

に
対
す
る
差
別
が
一
一
層
強
め
ら
れ
、

農
民
の
中
に
も
強
固
な
差
別
意
識
が

形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
学
ぶ
こ

と
で
す
。

職
業
起
源
説
の

克

服

社
会
の
必
要
、
権
力
者
の
意
図
に

よ
っ
て
、
住
民
か
ら
好
ま
れ
な
い
職

業
、
と
殺
、
皮
革
、
ぞ
う
り
作
り
、

墓
守
り
、
犯
罪
人
の
処
刑
な
ど
の
職

業
に
従
事
し
た
人
が
い
る
の
は
事
実

で
す
。
江
戸
幕
府
が
権
力
保
持
と
安

泰
を
は
か
る
た
め
に
身
分
制
度
を
し

き
、
分
裂
政
策
の
も
と
に
賎
民
身
分

が
つ
く
ら
れ
、
職
業
の
制
度
が
行
わ

れ
、
全
く
政
治
的
意
図
に
よ
り
人
の

嫌
う
職
業
に
、
強
制
的
に
つ
か
さ
れ

た
の
は
、
歴
史
的
事
実
で
あ
り
、
職

業
そ
の
も
の
が
起
源
で
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、
部

④
宗
教
で
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
を
し
た

三
打
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
が
二
十
行
も

あ
り
、
職
業
起
因
、
人
種
起
源
、
宗

金事

庫務

ご破所

用り荒

心にし� 
/ 

庫
な
ど
に
は
防
犯
ベ
ル
を
つ
け
る
。 
(

建
物
の
周
囲
を
明
る
く
し
て
お
く
。
日

で
き
る
だ
け
当
直
貝
な
ど
を
お
一

き
警
戒
を
厳
重
に
す
る
。
九

戸

締

り

を

確

認

す

る

。

一

O O O

~

町
内
に
は
、
農
協

・
郵
便
局
・
会

一
社

・
学
校
な
ど
、
夜
間
の
う
ち
に
ド

な
ど
に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

一
ロ
ポ
|
に
ね
ら
わ
れ
や
す
い
場
所
が

]
多
い
よ
う
で
す
。

い
J

事
務
所
荒
し
な
ど
の
ド

ロ
ポ
|
は
、
~

窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
カ
ギ
を
あ
け
て
{

室
内
に
侵
入
す
る
の
が
大
半
で
す
。
日

事
件

・
事
故
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
「
私
の
所
に
か
ぎ
っ
て
」
と

戸
締
り
を
し
て
も
安
心
は
で
き
な
い
~

ド
ロ
ポ 
l
に
対
す
る
備
、
え
を
お
ろ
そ
・

の
で
す
が
、
防
犯
ベ
ル
を
つ
け
る
と

〔

か
に
し
て
い
る
と

効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
金
庫
・

一

机
・
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
に
は
、
現
金
を 
]

置
か
な
い
よ
う
、
十
分
注
意
し
て
く

先
般
も
坂
本
地
区
で
、
金
庫
破
り

事
件
が
発
生
し
、
プ
ロ
級
の
ト
ロ
ポ
ー

が
町
内
に
潜
入
し
て
き
た
の
で
す
。 

だ
さ
い
。

曹
EE
S
F4

一
《だよ
一一
-m

こ
れ
ら
の
ド
ロ

ポ
ー
が
、
活
躍
す

自
転
車
に
は
尾
燈
・
反
射
器

る
の
は
深
夜
が
多

赤
色
の
反
射
テ

I
プ
を

い
の
で
防
犯
対
策

自
転
車
に
は
、
赤
色
で
夜
間
後
方

と
し
て

つ
ぎ
の

五
十
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
占
…
燈
を

こ
と
に
十
分
注
意

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
尾
燈
、
ま

し
て
く
だ
さ
い
。 

た
は
反
射
器
、
赤
色
の
反
射
テ
ー
プ
】

MUS04
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わたしたちの

保

¥J  

保険税について� (1)

ノ� 

昭和50年11月 1日 カミ ザコ つ ら 第65号 (6) 

国民健康保険の手続き

次のことがあ ったときは.世帯主は， 必ず�  14日以内に手

続きをしてください

ニんなときには手 続 きを 手 続 きに必要なもの

国イ呆に

はいる

場合

車<.J-、したとき

勤務先の健康保険をやめたとき
印鑑、社保離脱宮正明瞥

子 ど も が 生 ま れ た とき 印鑑、被保険者鉦、母子手帳

生活保績が廃止されたとき 印鑑 、保 積廃 止通 知讐

国保を

やめる

場合

転出のとき
印鑑、被保険者官正� 

勤務先きの 健康 保険 に加入し
fニと

9E亡したとき 印鑑、ま被保険死者亡使商E、死密亡診
断書たは 明

生活保腹が開始されたとき 印鑑、被保険者旺

市町村内で住所が変わっ たとき

印鑑、被保険者 ~i E
加入者同氏名が変わ っ たとき

世帯主が変わ ったとき

世上僚の合併、分荷量のとき

被保険者証をなくしたとき 印鑑

子弟が修学で他的保市町村者に転出
嬰するため‘君IJ的被 険 証が必

なとき

印鑑、在学証明望書、

被保険者el正

出かせぎなど、長明!期間被他保府険者県な
どに行要 くため、 司 君正
が必なとき

印鑑、被保険者置正

(注)転入、転出、転居などのときは、胞と ー持者に手続きをしなけ�  
t1.l;fなりまべきノレ

税
務
保
険
課

十
一
月
一
日
か
ら

十
二
月

一
日
ま
で

了
承
く
だ
さ
い
。

立
入
調
査
期
間

き
ん
を
通
じ
て
申
告
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
税
の
公
平
と
、
適

正
な
課
税
を
期
す
る
た
め
、
従
来
の

実
績
に
比
較
し
て
、
収
量
の
過
少
と

思
わ
れ
る
生
産
者
に
つ
い
て
は
、
町

職
員
が
調
査
の
た
め
、
圏
内
に
立
入

い
た
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

つ
い
て
は
、
さ
き
に

、
各
指
導
部
長

昭
和
五
十
年
産
み
か
ん
生
産
量
に

毎
年
、

「
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
税

金
が
高
い
の
だ
ろ
う
か
」
。
と
よ
く

聞
か
れ
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の

方
は
、
国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
に

加
入
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
で
、
保

険
税
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
被
保
険
者
の

疑
問
に
答
え
、
国
保
と
保
険
税
に
つ

い
て
簡
単
に
説
明
し
、
国
保
に
対
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。保

険
税
の
し
く
み

わ
た
し
た
ち
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し

て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
場
合
、

一
般
に
は
、
自
己
負
担
分
の
三
割
を

窓
口
で
支
払
え
ば
よ
い
わ
け
で
す
が
、

残
り
の
七
割
分
は
、
国
保
(
町
)
が

負
担
す
る
わ
け
で
す
。
保
険
税
は

、

こ
う
し
た
国
民
健
康
保
険
事
業
の
費

用
に
あ
て
ら
れ
る
た
め
、
毎
年
、
四

月
一
日
現
在
の
被
保
険
者
に
納
め
て

い
た
だ
く
税
金
な
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
こ
の
税
金
は
、
国
保
事
業
以
外

に
は
使
い
ま
せ
ん
。

保
険
税
の
決
め
方

わ
た
し
た
ち
が
納
め
る
保
険
税
は
、

被
保
険
者
の
前
年
度
の
所
得
、
固
定

資
産
に
対
し
て
、
一
定
の
税
率
で
計

算
し
た
額
に
平
等
割
(
戸
数
割
)
、

均
等
割
(
人
数
割
)
を
加
、
え
た
叫
聞
が
、

一
年
間
の
税
金
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

世
帯
主
に
諜
せ
ら
れ
ま
す
。
年
度
の

途
中
、
国
保
に
加
入
し
た
り
、
他
の

社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き
は
月

割
の
方
法
で
、
増
額
し
た
り
減
額
し

た
り
し
ま
す
。

出
生
、
死
亡
、
転
出

転
入
な
ど
は
月
割
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
届
出
(
十
四
日
以
内
)

は
、
大
変
大
事
な
こ
と
で
す
。

保

険

税

と

医

療

費

昨
年
、
医
療
貨
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
今
年
の
十
二
月

に
は
再
値
上
げ
さ
れ
る
・
な
ど
新
聞

紙
上
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
が
値
上
り
す
れ
ば
、
わ
た

し
た
ち
が
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担

額
が
培
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
国
保

が
負
担
す
る
額
も
そ
れ
だ
け
相
、
λ

る

わ
け
で
す
。
国
保
が
負
担
す
る
額
は
、

国
の
支
出
金
と
わ
た
し
た
ち
が
納

め
た
税
金
で
ま
か
な
う
わ
け
で
す
。

従
っ
て
、
医
療
費
が
値
上
が
り
す
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
税
金
が
高
く
な
る
の

で
す
。昭

和
四
十
九
年
度
は
、
被
保
険
者

の
ご
協
力
に
よ
り
、
ど
う
に
か
国
保

財
政
の
健
全
性
が
保
た
れ
た
の
で
す

が
、
昭
和
五
十
年
度
は
、
大
変
苦
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

少
し
長
く
な
り
ま
す
が
、
国
保
財

政
の

一
端
を
み
て
み
ま
す
と
、
昨
年

一
年
間
に
国
保
が
支
払
っ
た
医
療
費

の
総
領
は
、

一
億
七
千
万
で
、
最
近

一
カ
月
で
も
、
一
千
八
百
万
と
増
大

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は

、
医
療
費
の
値
上
が
り
、

受
診
率
が
高
く
な
っ
た
こ
と
、
老
人

医
療
の
無
料
化
、
さ
ら
に
、
一
月
か

ら
実
施
さ
れ
た
高
額
医
療
費
制
度

二
カ
月
の
自
己
負
担
額
が
三
万
円

を
起
、
え
る
額
を
国
保
が
負
担
す
る
)

に
よ
る
も
の
で
、
事
故
や
病
気
に
か

か
ら
な
い
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
心
が

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

他
町
村
に
先
が
け
た
福
祉
行
政
、

将
来
理
想
的
な
保
険
行
政
を
確
立
す

る
た
め
に
も
、
国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
、
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
か
ん
園
の
立
入

調
査
に
つ
い
て

⑧

⑮

@
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秋が深まり，昼夜の温度較差が激

しくなると� .みかんの着色が急速に

進み，下旬には本格的な採取期に入

り.� 1年中で最も忙しい農繁期とな

ります。

今年のみかんも .いよいよ仕上げ

係から.米国での許可品目であるべ

ンレートだけを使用願うことにして

おります。

秋目巴の施用

秋肥はお礼肥ともいわれ ，結 果で

弱った樹勢の回復と ，冬季の栄養状

態を良好にして花芽分化を促し，養

分を補給する元肥的な役目をもって

いるので，春肥以上に重要視されて

おります。

施肥時期は ，果実の着色や浮皮に

悪影響のない限り，必ず上旬には施

したいものです。地温の関係から

下旬には根の活動はほとんど停止す

るので，月巴効の点を考えると，地1昆

のきがらないうちに速効性の肥料を

使い ・ できるだけ早〈養分l吸収をさ

せましょう。

基準成分量は貯蔵用、チッソ8.4奴，

リンサン6.0奴，カリ 6.9奴，十万温�  

O 雨あがりや露のあるときは，収

穫しないようにしてください。� 

o 昆植の場合は品種，系統別 に収

穫してください。� 

O 果実の運織は，むりをしないよ

う軽めで行ってください。

貯蔵ミカンの選別と入庫

選別は� l番物(秀~優品)� 2番物

(i憂~良品)原料にていねいに分け

るようにしましょう 。

長期貯蔵用は.� M-2L級の充実

したものが良<.� s級や浮皮果は早

出し用か，短期貯蔵用にしましょう。

入居撃にあたっては ，乾燥しやすい

上部や窓ぎわ ，入口などをあとまわ

しにして ，乾きにくい場所から先に ー、園、

入庫しましょう。

小玉果は乾きにくいところ 大玉

来は乾きやすいところに配分するの

の11や腐敗防止斉l階です。硫黄如の段

散布.採取用具，貯蔵庫，圏内道の

繁備など，段取りよく早めに作業を

進めましょう。

貯蔵みかんの採取はていねいに.

果実にはキズをつけないよう特に気

をつけましょう。

なお，今月は気温も低下するので

普通温州への秋H巴は早めに施用しま

しょう。

普通温州収穫前の薬剤散布

前月下旬の第� l回に続き，上旬に

は第 2回自の硫黄剤を散布するが，

薬剤の効果，果実の薬斑防止という

ことから，係取10日-2週間くらい

前までには散布をすましてください。

使用薬剤は，第 2回目は原1111とし

て水和硫黄4001音波とするが，着色の

悪い図などでは，石灰硫黄合剤100倍

に水和硫黄500倍を混用散布すると

着色効果が促進されます。展着剤は

果実の白斑を少なくするので必ず混

用してください。

防腐剤はベン レー ト水和剤6.000

倍(収穫 7目前までに散布)を硫黄

剤と混用散布してミドリカピ，アオ

カピなどの貯蔵病害を防ぐよ うにし

ましょう 。

貯蔵病害予防剤には，トップジン� 

M とベンレートの二種類を使用して

いましたが、本年はカナダ輸出の関

も良い方法です。奴.5.4な，リンサン2;7..チッソ.1州、� 

カリ 6 . 0:~ です。

普通温州の収穫

長期貯蔵用の果実は ，優先的に先

取りするのが理想ですが，昨今の労

働事情から，手聞のかかることがで

きないので，出荷時に十分選別ので

きるように心がけてください。

園主は .採取従事者に貯蔵販売の

重要性と， ミカン採取時の注意点を

十分説明しましょう。

一般的な注意事項はつぎの

とおりです。� 

O 採取作業は，できるだけ果実に

体を近づけ ，安定した姿勢で行っ

てください。� 

O 長期貯蔵に適するのは. 7分翁

色以上の充実した果実であり.完

全着色が理想です。過熱になると

浮皮などにより貯蔵カが劣ります。� 

O 手袋を着用し，よく切れるハサ

ミを使用してください。� 

O 枯枝や軸長果を、収穫カゴに混

入しないようにしてください。� 

O 業を出来るだけ落きないように

してください。� 

0 果実はていねいに扱い，落した

みかんや傷果は必ず別に区分して

ください。� 

O 竹製の採取カゴを利用するとき

は人必ず厚自の布で内張りをして

くt!さし、。

入庫量は・� 2m'あたり 80奴前後と

し，厚めにならないように十分注意

してくださし、。'

貯蔵予措は.できるだけ短期間(10 

-15日間)に果実霊震の� 3- 4~';;の

水分を発散させてください。

貯蔵中の温度は� 3-5度 C. 関係

湿度は 80-85~';; が適当です。

|家庭菜園の管理|

病害にはジネプtr1500倍液を，虫害

のアオムシ，ハスモンヨトウ.コナ

ガには 00Vp. 1000倍液を散布し

てくださし、。
農業センタ-

『¥


TEL(ft) 3358 


スギ・ヒノキ苗の申込みは� 

11月末までに

来春植付けする，スギ首

ヒノキ首の申し込みを受け

付けていますので .希望者

は今月末日までに，森林組

合� (TE L 2944 )まで申

し込んでください。� 

3uO本以上植林すると国の

補助金. 100本.200本でも零

細補助金がでますので ，で

きるだけ多〈植林してくだ

きい。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ

MUS04
テキストボックス
森林組合だより
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三
歳
の
男
の
子
で
す
が
、
弟
が
生

ま
れ
て
か
ら
と
き
ど
き
夜
尿
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

弟
さ
ん
が
生
ま
れ
る
ま
で
、
何
ん

で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
一
時

的
な
も
の
で
あ
ま
り
心
配
す
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。
一
般
に
下
に
子

ど
も
が
で
き
る
と
、
上
の
子
ど
も
が

夜
尿
を
す
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
い
ま
ま
で
午
分
に
受
け
て

い
た
母
親
の
愛
情
が
下
の
子
に
移
り
、

母
親
に
甘
え
ら
れ
な
い
欲
求
不
満
が

現
わ
れ
た
も
の
で

「
も
う
兄
ち
ゃ
ん

で
す
よ
」
と
兄
と
し
て
の
こ
と
を
強

調
し
て
も
は
じ
ま
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
の
心
を
理
解
し
、
弟
や
妹
が
生
ま

れ
る
前
よ
り
も
甘
や
か
す
よ
う
に
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
一
時
的
に
は

甘
え
ん
坊
に
な

っ
て
も
、

時
が
た

つ

と
兄
ち
ゃ
ん
ら
し
く
し
て
き
ま
す
。

一
般
に
夜
尿
は
、
子
ど
も
が
何
か

不
安
を
持
ち
、
必
要
以
上
に
緊
張
し

て
、
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
な
い
の

が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
と

な
で
い
え
ば
、
神
経
症
に
か
か
っ
た

よ
う
な
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
し

か
っ
た
り
、
恥
か
し
さ
を
強
調
し
て

幼
児
を
教
育
す
る
上
で
、
ど
ん
な

本
を
選
べ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

幼
児
教
育
に

つ
い
て
の
本
は
、
た

く
さ
ん
発
行
さ
れ
て
お
り
、
本
屋
さ

ん
へ
い
っ
て
育
児
・
教
育
関
係
コ
ー

ナ
ー
の
前
に
立
つ
と
、
ど
の
本
に
し

よ
う
か
と
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
比
較
的
安
価
で
読
み
安
く
、

内
容
も
や
さ
し
い
も
の
と
し
て
次
の

本
は
ど
う
で
す
か
。

。
現
代
の
育
児
百
科
(
松
山
凶
詫
摩
著
)

。
私
は
赤
ち
ゃ
ん
(
松
田
道
雄
著
)

。
私
は
二

歳

(

松

田
道
雄
著 
) 

¥) 

三 す て学ポこの理尊子
。はま( 野 ( と 門
42園山卜でイ生藤教的依す詫

三教 ;吉原、下ノレ卸J タ児永育に回え摩
三 育� T黒俊マ物| は つ 武
三委 与丸 郎ン かノレ 保 新子敏
三員�  22著 著 著著著 者=著
三ぷ込 同~、〆、J 、J 、J 、

も
効
果
は
な
く
、
子
ど
も
を
さ
ら
に

不
安
に
さ
せ
ま
す
。

で
き
る
だ
け
気

に
し
な
い
よ
う
、
子
ど
も
の
心
が
安

定
す
れ
ば
な
お
り
ま
す
。

親
が
ど
う
し
て
も
不
安
な
と
き
は

薬
を
使

っ
た

り
暗
示
に
よ

っ
て
治
療

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
専
門
家

や
医
師
に
相
談
し
て
、
そ
の
治
療
法

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

幼
児
の
し
つ
け

む
か
し
か
ら
「
三
つ
子
の
魂
百
ま

で
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
幼
児
期

の
教
育
は
非
常
に
大
切
で
す
。
父
親

は
も
ち
論
、
母
親
も
外
で
働
く
こ
と

が
多
い
こ

の
ご
ろ
、
都
会
で
は
カ
ギ

ソ
子
が
多
く
、
鈴
村
で
も
共
稼
が
多

く
な
り
、
カ
ギ
ッ
子
に
似
た
子
供
が

で
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
大
切
な
幼
児
期
の

成
長
剤
師
程
や
、
し
つ
け
か
た
な
ど
に

民
間
放
送
各
局
の
共
同
制
作
に
よ


る
、
テ
レ
ビ
教
育
番
組
「
親
の
自
子


の
目
」
は

、
親
と
子
が
話
し
合
い

、


望
ま
し
い
親
子
関
係
を
作
る
目
的
で


制
作
さ
れ
た
も

の
で
、
毎
週
土
継
日


の
午
前
十
時
か
ら
十
時
三
十
分
ま
で


放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。


十
一
月
分
の
放
送
予
定
は
、
つ
ぎ
」


の
と
お
り
で
す
。
親
子
で
じ
っ
く
り

見
て
く
だ
さ
い
。


。
一
日
そ
の
本
を
読
ん
だ
日


子
に
ど

ん
な
本
を
読
ま
せ
た

ら

よ
い
か
、
ど
う
読
ま
せ
る
か
、
家

"" 

三な
三
三

ど月。 。 次 。
が刊三幼人ア幼に ひ

。
性
格
は
い

つ
つ
く
ら
れ
る
か

三 あ誌歳児 問ベ児、と
三 りと児心はロのや
三まし理 (どン 心ゃ

り
っ

三
三� 

つ
い
て
県
児
童
相
談
所
か
ら
先
生
を

お
招
き
し
て
、
お
話
し
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機

会
に
多
く
の
方
が
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

※
日
時

十
一
月
十
七
日

午
後
一
時
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

※
場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
対
象
者

二
歳
か
ら
四
歳
ぐ
ら
い

ま
で
の
子
供
を
も
っ
母
親

で
の
読
書
法
を
考
え
る
。

。
八

日

海

と

家

族

家
庭
に
お
け
る
人
間
関
係
、
親

の
職
業
、
母
親
の
役
割
り
に
つ
い

て
考
、
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

。
十
五
日
う
ち
の
子
に
か
ぎ
っ
て

ふ
え
て
い
く
少
年
犯
罪
を
社
会

的
背
景
、
こ
れ
に
親
、
教
師
は
ど

う
対
処
す
べ
き
か
。

。
二
十
二
日
し
つ
け
法
ト
ラ
の
巻

い
っ
た
い
し
つ
け
と
は
何
か
、

ま
た
何
の
た
め
に
必
要
な
の
か
、

家
族
で
考
え
る
。

。
二
十
九
日
け
っ
作
、
母
さ
ん
の
童

話

母
と
子
の
間
に
あ
る
時
代
の
ず

れ
、
考
え
方
の
ち
が
い
を
ど
う
解

決
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

な
ど
で
す
。
テ
レ
ビ
を
見
て
の
感

想
、
希
望
を
教
育
委
員
会
社
会
教
育

係

へ
ど
し
ど
し
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
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3歳児教育こうしてはどうですか
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島
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局

坂

本

日

浦

翠

峰

懸
農
の
菊
出
来
ば
え

を
飾
り
据
え

ヘ 
口
問 

坂

本

林

一

秋

初
掘
の
甘
藷
も
贈
り

て
秋
深
む

坂

本

谷

富

士

運
動
会
の
煙
火
に
お

び
え
稲
雀

坂
本
韓
国
内
正
男

逝
き
し
友
惜
し
む
や

野
辺
の
彼
岸
花

与
川
内

水
口
春
女

¥
1
l
/
/

朝
顔
の
種
貰
わ
れ
る

嬉
し
さ
に

与
川
内

水
口
湖
舟

大
藁
屋
い
ま
満
月
の

中
に
浮
く 

イル 4

4

4

I
1
l

¥
J
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背
悦
賢
典

工
藤
弥
生

来る 11月 3日に次の要領で錦

鯉の品評会を開きます。賞品を
たくさ ん 継 備 し て い ますから .

ふるってご出品ください。

場 所勝浦町牒協前広場

出品資格 勝浦郡内に在住す

る愛好家
出品 料� l点について300円
種類 君IJ 紅白，大正三色

(昭和三 色を含む )， 

光り物，変り物

規 格 幼魚、の部(25センチ

まで)，若鯉の部(45 
センチまで )，成魚の

部(45センチ以上 )

以上のほかくわしい ことは.

錦鰻 同好会事務局の青木爵さ ん �  

(TEL 2884)， 増田政明さん�  

(TEL4084)，岩崎武司さん�  

(TEL2061)までご照会してく
ださ� L、。 また.出品魚、の運搬を

希望される方は.ご連絡してく

だされば係の者がお宅へ伺いま

す。 勝浦 錦 鰻 同好会

チ
|
ム
を
十
対
九
で
破
り
優
勝
し
ま

し
た
。

え
、
中
角
チ 

ム
が
決
勝
で
、
棚
野

l

も
あ
り
、
大
変
な
熱
の
入
れ
よ
う
。

今
年
は
、
九
月
二
十

一
日
か
ら
十

月
二
日
ま
で
行
わ
れ
、
各
地
区
か

ら
平
均
二
チ
|
ム
の

二
十

六

チ

ム

が
参
加
し
ま
し
た
。
連
日
桜
械
の
す

大
会
前
か
ら
毎
夜
練
習
す
る
チ 

ム
l

物
売
り
が
来
て
稲
刈
り
に
声
投
げ
る

織

潮

位

悌

勢

銀

星

小
松
島
市
田
中
愛
子

f

吾
が
心
渇
げ
ば
淋
し
柿
落
葉

立

川

蔀

望

月

見
馴
れ
た
る
山
に
抱
か
れ
て
紅
葉
狩
り

中
角
チ 

ム
が

l

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ーー¥

沼

江

大

岡

初

立

国

-v
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田
康
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国
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昭
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星
谷

只
平
和
博
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公
一
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町民のうごき
世帯数� 1，929 男� 4，074
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ご
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お
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で
と
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へ
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昭和50"'10月l日現在
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十ヨロ
唱
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生
亡
入
出

出
死
転
転

8 3 
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13 8 

徳
島
県
大
会

に
つ
い
て

こ
の
大
会
は
、
青
年
が
何
を
感
じ

何
を
考
え
て
い
る
か
を
一
般
の
人
々

に
強
く
訴
え
る
と
と
も
に
、
若
い
世

代
の
消
新
か
つ
建
設
的
な
意
見
を
交

換
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

出
場
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

テ
!
?
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
五
分

以
内
で
発
表
で
き
る
よ
う
に
、
意
見

を
原
稿
(
千
六
百
字
程
度
)
に
ま
と

め
十
一
月
五
日
ま
で
に
送
っ
て
く
だ

さ
いテ

ー
マ

*
わ
た
し
の
選
ん
だ
道

*
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
青
年
の
役

曲
目

*
わ
た
し
の
訴
え
た
い
こ
と


送
り
先


「
背
年
の
主
張
」
係

生

名

天

羽

百

歩

出
歩
く
も
亦
愉
し
み
や
仲
の
秋

生

名

竹

林

白

楊

革
め
戸
内
ひ
そ
と
も
ろ
こ
し
焼
く
匂
ひ

星

谷

勝

谷

春

城

縫
い
急
ぐ
婆
は
夜
長
め
灯
を
低
う

生

名

丸

山

香

月

燕
去
ぬ
疲
れ
し
牒
婦
に
仰
が
れ
て

掛

谷

斉

藤

重

子

唐
き
ぴ
を
軒
に
明
る
き
山
の
家

掛

谷

駒

津

光

洋

草
の
実
の
結
ぶ
に
つ
れ
て
秋
深
し

掛

谷

野

上

す

み

れ

秋
茄
子
を
雫
と
共
に
も
ぎ
帰
る

掛

谷

山

丸

千

絵

世
に
う
と
き
余
生
や
夜
長
も
て
あ
ま
す

掛

谷

梅

山

み

ず

ほ

…

網
の
戸
に
巡
れ
来
る
風
や
今
朝
の
秋

掛
谷
い
ず
ぱ
じ
ゅ
ん

亡
き
友
の
命
日
偲
ぶ
彼
岸
花

石

原

大

西

茅

軒

瓦
焼
く
白
き
煙
や
秋
の
立
つ

沼

江

小

室

五

月

野
に
山
に
幸
あ
ふ
ら
し
め
秋
晴
る
る

沼

江

小

室

未

成

瀬
戸
の
秋
築
紫
え
架
る
橋
高
し

沼

江

紺

盆

暮

堂

ま
あ
食
べ
な
今
焼
き
た
て
の
唐
黍
よ

沼

江

中

国

静

笑

月
消
く
風
き
わ
や
か
に
仲
の
秋

各
地
区
の
老
若
男
女
み
ん
な
が
参

加
で
き
る
ミ

ッ
ク
ス
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
。
こ
の
大
会
も
四
回
目
と
な
り

地
区
対
抗
ミ

ッ
ク
ス

一
出
詠
は
毎
月
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で

一
送
り
先

勝

浦
町
三
渓

曲帽蝕
町
広
夫
(
抑制
景
)
ま
で
一

町
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

一次
回
は
短
歌
、
そ
の
次
は
川
柳
と
交
代 
… 

に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
〈
だ

一

一

き

い

.

一優

勝

仁
段

、
宮


争
お
く
や
み
申
し
ま
す

坂

本

与
川
内

与
川
内

与
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山
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上
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(
叩
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高
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一
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下
由
三
郎

(
別
級
)

細

川

ト

モ 

(
目
成
)

柳
滋
亀
次
郎 

(
乃
歳 
)

長
男

長
男

長
男

二
男

二
女

二
男

長
男

長
女

二
男

u

学

育

子

昌

俊

直

樹

智
英
実

新

悟

手口茂智

也河
口

血
口
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小児マヒ生ワクチン投与

月日�  11月28日

時間午後 1時30分� -3時

場所住民福祉センタ ー

料金無料

※骸当者

昭和50年� 7月31日までの出生児またはそれ以前に生ま

れ� 2固めんでいない者。

※のんでいけない者

他の予防接種を うけて� 1カ月に満たない者。

身体に異常のある者。� 

¥.-

J 

12日

G⑧ 
この検診は、結核予防のために、

すべての住民が年 1回は受けなけ

ればならないことになっています。

ふだん着のまま気軽るに撮影できますから、最寄りの

場所で必ず受けてくだきい。

※結果は異常のある方だけに通知します。

結核間接撮影日程表

月日�  場 戸斤� 

11月10日

I~年 間

沼江古山庖前� 

11・10 -12・00

午円iJ9時30分 -11時00分

柳原田中広前

午 後�  1・10 - 2・00 生路島選果場前� 

2 ・10 - 3 ・00 中角老人いこいの家� 

午前10・00 -11・00 星谷選果場前� 

11・10 -12・00 中山相原庖前 


午 後�  o.10 - 0 . 40 
 勝浦電子� 

0'40 -1 ・00 吉野石油スタンド� 

2 ・10 - 3・00 槻聖子湯浅瓦前� 

13日 午前10・00 -11・00 生名生活センター� 

11・10 -12・00 勝浦町役場前

午後�  1・10 - 2 ・00 横瀬消防事務所前� 

2 ・10 - 3 ・00 勝農与川内事業所前� 

滝花製材戸斤前� 

14日

3 .10 - 3・30


午前10・00 -11・00 !勝農坂本事業所 

11・10 -12・00 坂本集会所 


午後 1 ・00 - 1・20
 坂本キワダ橋付近

|乳児健康診断の実施|

月日�  11月21日

時間午後 l'時30分 -3時


場所勝浦病院 
  

※骸当者昭和50年� 4月� 1日-6月30日


昭和50年� 9月� 1日-30日までの出生児 


〈インフルエンザ予防接種について〉

接種は� 2回受けてください。� 2回目は、第� 1回接種後� 

7 -14日のうちに受けてください。

※接種を受けることがで患ないもの。

有熱者、アレルギ一体質、慢性病、その他医師が受け

ではし、けないと指示のあった者。

※料金�  

6歳未満(1四分) 120円
 

15歳未 満�  180問
 

15歳以上� 280円


インフルエンザ予防接種目程表

月日 時 間 高揚 所 図書k 

11・4 午後 1・30-3・00 生名生活センター� l回目� 
11 1 : 30-3 : 00 1/ 2 1/ 

5 2 : 00-3 : 00 坂本小学校�  
19 2 : 00-3 : 00 1/ 2 1/ 

6 1 : 30-3 : 00 勝燥機瀬事業所� 
20 1 : 30-3 : 00 1/ 2 1/ 

7 1 : 30-3 : 00 勝股与川内事業所� 
14 1 : 30-3 ∞ 1/ 2 1/ 

四国電力だより

あなたのアイデア教えてください。

電気器具は工夫しだいで、楽しく経済的でより便利に

利用てゆきます。

今まであまり知られていなか った利用の方法など、み

なさまのアイデアや工夫をお知らせくだきい。

※送り先小松島市機須町�  2-8

四国電力小松島営業所� (TE L08853②1717) 

こんな利用方法もあります。


冷蔵庫の利用方法 

いったん封を切った、のりやせんぺいなどは、ちょっ

と油断すると湿気で風味がだいなしになってしまいます。

そこで、湿気を防ぐためにポリ袋に入れて密封し冷蔵庫

に入れてください。冷蔵庫内部は空気が乾燥しているの

でパリソとした風味が長期間保てます。

ヘヤードライヤーの利用方法

急なお容さんで、ふだん使 っていない寝具を使うとき、

ドライヤーでまんべんなく熱風をあててください。紛の

聞に熱がこもり、あたたかくふんわりとな勾ます。 とく

に、お年寄りのお客さんに喜ばれます。
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